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 要  旨 
 大量生産・大量消費の経済構造のもと，社会は発展し豊かになった．しかし，地球の限り
ある資源を大量に消費するとともに大量の廃棄物を排出し，多くの問題が生じできた．その
ため近年では，適量を生産・販売していくことが推し進められている．すなわち，限りある
資源から生産された商品の無駄を排除することが重要である．特に，食品では，世界の人口
の急激な増加や，日本の食料自給率の観点から食料不足が問題視され始め，食料廃棄物の排
出量への対策が早急に取り組まなくてはいけない問題となっている． 
 本研究では，食品の販売の無駄を抑え，最適な販売方法を確立するために，割引価格を用
いた販売を取り扱い，価格変更時刻と変更価格の最適化問題を扱う．多くの小売店では，需
要予測を基に，商品を仕入れ販売を行う．このとき，予測が過大だと在庫を抱えることにな
り，逆に過小だと機会損失を起こし売上獲得のチャンスを逃してしまうことになる．したが
って，POSシステムなどの情報を使った正確な需要予測と，仕入れ量や販売価格などを最適
な発注・販売方法で計画する必要がある． 
 そこで，商品の販売価格と需要の関係に着目し，収益を最大化する販売価格の変更時刻と
変更価格を決定する．その際，衣服の需要の季節性や，食品の時間による需要変化などのよ
うに，ある期間内でピークを有する需要量分布を想定し，分析を行った．また，一定期間に
わたり価格割引を行うことで，価格変更商品を狙った需要が生まれてくる．この価格変更に
よる需要への影響を考慮し，価格弾力性を時間変化させている．さらに，これらをモデルに
取り入れるために，設定したパラメータの収益への影響を数値計算によって分析した． 
 本研究では，販売価格を最適な時刻に最適な価格に変更することで，効率的な販売の価格
戦略を立案し，収益を最大化する価格設定方策を明らかにした．この際，需要量が時間と共
に変化しピークを有することや，あらかじめ割引価格を予測した顧客による需要量の変化を
考慮した．このように，割引価格を用いて収益を最大化する戦略を確立し，小売店での食料
廃棄物の排出量を低減することが世界の食料問題を解決する一助になる． 
 
